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間接遷移型半導体である SiC を一次元ナノ構造化させた SiC ナノチューブ(SiCNTs)においては、量

子サイズ効果によって発光効率が増大することが期待される。しかしながら、SiCNTs はファンデルワール

ス力によって凝集しやすく、凝集した SiCNTs はナノチューブ間のキャリア移動により発光を示さなくなる

[1]。我々はこれまでに、凝集した SiCNTs の分散および発光強度増加に界面活性剤が効果的であること

を示してきた[2]。今回、異なる界面活性剤濃度における SiCNTs に関して発光強度の励起密度依存性を

測定することで、SiCNTs の分散性が発光特性に与える影響を調べたので報告する。 

本研究で用いた試料は、Si 粉末とカーボンナノチューブを真空中で 1200°C、100 時間熱反応させて

作製した C-SiCNTs に対して、大気中で 800°C、4 時間のアニールを施すことでカーボン層を取り除いた

SiCNTsである[3]。界面活性剤にはコール酸ナトリウム(SC)を用い、これをトリス溶媒に溶かして使用した。

濃度 4 mmol/L, 20 mmol/L, 60 mmol/L の SC 溶液に SiCNTs を加えた後、プローブ型超音波拡散器を

用いてSiCNTsに界面活性剤を作用させた。SiCNTsを分散させたSC溶液を石英基板にコーティングし、

フォトルミネッセンス(PL)測定により発光特性を評価した。励起光には波長 405 nm の cw レーザーを用い、

室温で測定を行った。この時のスポットサイズはFWHM=1.8 m であった。Fig. 1 に 発光スペクトルの積分

強度を励起密度に対してプロットした結果を示す。界面活性剤濃度が 4 mmol/L から 60 mmol/L と高濃

度になるにしたがって、発光強度の励起密度に対す

る非線形性が増加していることがわかる。これは、

SiCNTs の分散性の上昇に伴い、ナノチューブあたり

に励起されるキャリア密度が増加することで、多体効

果による発光強度の増大が起きたためと考えられる。 

本研究は、公益財団法人日本板硝子材料工学助

成会の支援を受けて行われた。 
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Fig.1  Excitation density dependence of 
integrated PL intensity at the different 
surfactants concentrations of 4 mmol/L (blue), 
20 mmol/L (green), and 60 mmol/L. (red). 
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